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岩手労働局のホームページに掲載しています。 一関監督署からのお知らせ 検索 令和７年10月20日発行

まもなく 冬本番 ︕︕Ⅰ

今年度も10月に入って気温が一気に下がり、10月中旬時点で最
低気温が10度を下回る季節となっています。
昨年度のニュース等を振り返りますと、昨年（令和６年）の冬

は、11月６日の朝、一関市内から見た栗駒山の山頂部分にうっす
らと雪化粧がみられていた、とされています。
ですので、この通信資料が皆様のお手元に届く頃には、今シー

ズンも冬本番がスタートしているかもしれません。
さて、今年（令和７年）の労働災害は、前年同時期

と比べて大幅に増加しています。その要因は1月～２月
に多発した「冬季特有要因による転倒災害」となって
います。ですので、今シーズンこそは、冬季特有要因
による労働災害を最小限に抑えたいと思っております。
令和７年11月１日～11月30日はいわて年末年始無災

害運動の準備期間となります。『準備』の期間ですの
で、降雪・積雪してから慌てるのではなく、11月中に
冬季の準備をお願いします。準備していただきたい内
容は、いわて年末年始無災害運動のリーフレットの裏
面（※）に掲載されています。よろしくお願いいたし
ます。

（冬季死亡災害ゼロ100日運動のリーフレットは現在準備中です）

２車両等のスリップ事故等の交通労働災害の防止
３雪下ろしの際の災害の防止
４火災・火傷の防止
５一酸化炭素中毒の防止
６凍結の緩みによる土砂崩壊災害等の防止
７作業時の保温・体操の実施
８その他の冬季特有災害の防止

※いわて年末年始無災害運動のチラシの裏面の一部

ほか７項目、計８項目が重点となります。
こちらの７点の詳細はリーフレットの裏
面からご確認をお願いします。

リーフレット

実施要項



 一関労働基準監督署管内で令和７年に発生
した休業４日以上の労働災害による死傷者数
（新型コロナウイルス感染症によるものを除
く）（９月末現在）は全産業において109人
で、前年同期比で＋17人となりました。

 主な業種別では、製造業が35人(前年同期
比＋９人) 、保健衛生業が17人(同＋５人) 、
商業が13人(＋１人) 、建設業が11人(同－
７人)、運輸交通業が10人（同±０人）など
となっています。

 事故の型別では、「転倒」が39(同＋19
人)、「墜落、転落」が24人(同＋４人)、
「はさまれ、巻き込まれ」が８人(同＋１人)
などとなっています。

 今年も年代が高いほど被災者が多い特徴に
変化がなく、とくに60代での発生が最も多
い状況となっています。（⇒ｴｲｼﾞﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰｶﾞｲ
ﾄﾞﾗｲﾝへの取組みが大切です）

労働災害の発生状況Ⅲ
★労働災害事例 （９月把握分の一部）

 【製造業】≪転倒≫
出勤後、社員玄関から更衣室に向かって歩行中、
更衣室隣接の作業室からの流水により床が濡れ
ているのに気が付かず、滑って転倒した。

 【病院】≪転倒≫
院内を別部署に向かって歩行中、天井のエアコ
ンからの水漏れで床が濡れていたため、滑って
転倒した。

 【飲食店】≪高温・低温のものとの接触≫
スープウォーマーから寸胴鍋にお湯を注いでい
るとき、足にこぼしてしまい、やけどを負った。

 【各種商品小売業】≪激突され≫
バックルームで同僚がカゴ車を横向きで移動さ
せていたが、前方不注意で直進していたため、
追突された。

 【製造業】≪切れ、こすれ≫
チューブをカットする機械で、つまりを取り除
こうとして、指を刃の部分に入れてしまった。

 【製造業】≪はさまれ、巻き込まれ≫
菓子生地の攪拌状況を確認するため、ミキサー
の停止ボタンを押してからミキサー内を除いた
ところ、ミキサーの縁に置いた手が滑り、ミキ
サー内に入ってしまった。ミキサーの羽根は惰
性回転中だった。

優秀な安全衛生管理事例を表彰しましたⅡ

一関労働基準監督署では、各事業場で進める安全管理と健康
管理の推進の水準の向上を目的に、令和５年度から継続して今
年度第３回目として好事例の募集を行い、これを労働局ホーム
ページなどを通して管内の各事業場の皆様に水平展開する取り
組みを行いました。さらに、特に模範的な事例を選定し、令和
７年10月３日(金)に当監督署において表彰式を行いました。
表彰された事業場は、安全管理活動好事例部門では、最優秀

賞が㈱平野組様（事例概要︓熱中症対策に関する取り組み）、
優秀賞が㈱日ピス岩手様（事例概要︓安全活動サークルほか）、
ニッコー・ファインメック㈱様（事例概要︓躓き対策）で、健
康管理活動好事例部門では、最優秀賞が㈱日ピス岩手様（事例
概要︓歯科検診を実施）、優秀賞がニッコー・ファインメック
㈱様（事例概要︓かき氷で熱中症対策ほか）、医療法人白光介
護老人保健施設シルバーヘルス一関様（事例概要︓熱中症対
策）、一関ヒロセ電機㈱様（事例概要︓ランニングクリニッ
ク）です。このほかにも提供いただいた事業場には感謝状を贈
らせていただきました。
労働災害が多い、健康診断有所見率も高いという地域課題も

あり、同じ環境下にいると管理においてもマンネリ化や行き詰
まりが生じ、新たなアイディアを出すこともなかなか難しいも
のですが、一方で行き詰まり等を打破するには外部からの事
例・情報を目にすることにより、「なるほどね」「こんなやり
方もあるのか」と新たな気づきのきっかけにできる可能性があ
りますので、ぜひ、事例集をご覧いただき、安全衛生管理の向
上につなげていただければ幸いです。


